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覚園寺裏山やぐらに関する研究
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Comparative study on the Yagura tombs hill behind Kakuon-ji temple : 






































































― 46 号～ 50 号窟について ―
Comparative study on the Yagura tombs hill behind Kakuon-ji temple :

























































































図 2a．正面やや右側から撮影 図 4a．右壁
図 3a．左壁
図 2b．正面やや右側から撮影 図 4b．右壁
図 3b．左壁




























































































































































46 号 47 号 48 号 49 号 50 号




8 ○ ○ ○ ○
9 ○
10 ○ ○ ○ ○ ○
11 −Ⅰ ○ ○ ○ ○
12 ○ ○ ○ ○
　この5基の並ぶ平場はいずれも堆積物が多く、やぐら
内にも流入しているため、床面が本来よりも高い、或
いはほぼやぐらが埋没するという状況である。特に48
号窟は第1調査から半世紀が過ぎ、現在は更に堆積物が
増加してやぐらは僅かに見える程度になっている。赤
星直忠氏もこのやぐらについては重視していなかった
のか番号を付けていない。
　やぐら外の岩盤には、コケが生え全体的に緑色を呈
している。波田善夫氏4）によれば、コケ植物は体表表
面全体から水や栄養分を吸収しているため、他の植物
のような水分を蒸散させるということは必要とせず、
他の植物は根圏に栄養分を含んだ水を引き寄せるため
に蒸散させるが、蒸発によって水分中に含まれている
塩類が結晶化してしまうことは、生育上避けなくては
ならず、コケ植物が生育しているところは水分の蒸発
が少なかったり、結晶化せずに洗い流されるような環
境ということができると指摘している。今回のやぐら
においても、コケの生えているやぐらの外側や側壁の
入口側には、コケは確認できるが結晶は見られず、壁
面は他のやぐらのような極度の表面乾燥が起きていな
図 14．やぐら外右方向から撮影
　やぐらは一旦ここで途絶え、このやぐらの右側から
上段・下段へ続く道がある。またその道を通り過ぎる
とさらに5基のやぐらに続く。ハイキングコースとなっ
ているのはさらにやぐら2段分上ったところのため、こ
のやぐら前面は多くの人通りがあるというわけではな
く、やぐらを見ることを目的にしている人が立ち寄る
くらいの交通量である。
　第1調査時の写真には写っていないが、このやぐらは
平らに成形された天井と、さらにその外側部分が一段
高くなり、そこも平らに成形されている。また、きれ
いな円を描くように造られている。
1 全体的に堆積物によって床面が高くなっている。更
に右側は多量の堆積物により、右壁がほぼ見えなくなっ
ている。
9 左側の入口付近の岩盤から植物が生えている。鎌倉
市内の別のやぐらでも同じものを見かけたが、どんど
ん生育し大きくなったため、ここでも今後さらに成長
し、場合によっては岩盤の亀裂を広げる可能性がある。
10やぐら外は全体的に苔に覆われている。
11-Ⅰ左壁・奥壁・天井が全体的に白く覆われている。
12奥壁・左壁には鑿痕が確認できる。埋没している右
壁も同様に鑿痕が残っていると考えられる。
4．考察
　今回まとめたやぐらのある平場は、全体的に堆積物
が増加し、床面が第1調査時よりも高くなっている。そ
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い。壁面と天井の角の残存状況が良好なのもこれらの
水分量が関係しているだろう。
　壁面の極度の乾燥は、摩耗し湾曲した状態をもたら
すことがある。今回対象とした5基は、いずれもこの項
目に該当しなかった。現在筆者は、石造文化財表面に
含まれる塩分濃度の測定方法の開発と調査に取り組ん
でいる。この研究の中で、「 5 掘削や摩耗の進行によ
る壁面の湾曲」のうち摩耗の進行の原因として、塩素
イオンの存在が大きく関与しているということが明ら
かになった。今回対象としたやぐらでは、まだこの方
法を用いて調査していないもののコケの生育状況から
塩分濃度は低いものと予想される。しかし、同やぐら
群の別の地点では高い濃度の塩類を検出している場所
もある。鎌倉地域は海の近くに位置しているが、この
百八やぐらは比較的内陸の高台にあるため、沿岸部の
潮風の影響は届かないものと考えられる。だが、今後
は雨風や人為的掘削以外に、塩類風化の結果岩盤が摩
耗していることに留意する必要がある。
　43号窟は、壁面に彫られた五輪塔の既に表層剥離し
新たに露出した新鮮面にコケが見られる。表層剥離の
原因は、湿度の低下による岩盤の乾燥や表面と内部の
温度と水分量の差などが考えられる。このやぐら群内
には、五輪塔を彫り出したやぐらがいくつかあるが、
これほど大きな五輪塔を各壁面に浮き彫りにしている
例は他にない。
　安田三郎氏らが行った第1調査からちょうど半世紀が
経過した。この先半世紀後には、どのような状況になっ
ているのだろうか。43号窟は残念ながら今ほどの彫刻
の状態を維持できないかもしれない。そうしたことか
ら、現状を記録しておくことは意味のあるものと考え
ている。また、こうした現状を踏まえ、やぐらの保存
対策に何が求められているのか、数多く現存するやぐ
らの中でどのやぐらの状態が悪く、何が原因なのか、
今後はどのような点に注視する必要があるかを考える
材料の一つとして、本論を活用していきたい。
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